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総務文教委員会視察研修�

総務文教委員会視察研修�

福岡県南広域水道企業団議会（企業団議場）�

八女西部広域事務組合議会定例会（クリーンセンター）�

福岡県市議会議長会議員研修（福岡市民会館）�

下水道事業調査対策特別委員会（第２委員会室）�

九州新幹線講演会（石橋文化センター）�

筑後市消防団員のポンプ操法大会（市民の森公園）�

下水道事業調査対策特別委員会（第１委員会室）�

京都府福知山市視察来庁�

第102回福岡県南市議会議長会（太宰府市）�

福岡県市議会議長会（小郡市）�

筑後市戦没者追悼式（サザンクス筑後）�

宮城県多賀城市視察来庁�

岐阜県多治見市視察来庁�

東京都練馬区視察来庁�
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馬
肥
ゆ
る
秋
を
迎
え
、
少
し

は
過
ご
し
や
す
く
な
っ
た
今
日

こ
の
頃
。
筑
後
市
議
会
も
新
し

い
議
員
全
員
が
一
般
質
問
を
行

う
な
ど
、
活
気
あ
る
決
算
議
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。�

　
い
ま
筑
後
市
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
方
自
治
体
は
厳
し
い

航
海
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

議
会
は
執
行
部
と
の
一
定
の
緊

張
関
係
を
保
ち
、
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と

共
に
歩
く
議
会
で
あ
り
た
い
と

の
願
い
を
こ
め
て
議
会
報
の
編

集
に
あ
た
っ
た
。
�

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
読
者
の

意
見
、
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、
ま
た
力
と
な
る
。
�

�
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か
ら
販
売
ま
で
を
通
し
た
地
域

活
性
に
向
け
た
施
策
と
し
て
の

取
り
組
み
を
見
て
き
た
。�

　
い
ず
れ
も
地
域
の
課
題
を
行

政
が
リ
ー
ド
し
て
地
域
の
人
が

そ
れ
を
実
践
す
る
。
　�

　
官
民
一
体
と
な
っ
た
発
想
と

行
動
が
我
々
の
地
域
づ
く
り
に

も
参
考
に
で
き
る
も
の
と
実
感

し
て
研
修
の
成
果
と
す
る
。�
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居
場
所
づ
く
り
）�

　
滝
川
市
で
は
、
平
成
３
年
か

ら
菜
の
花
の
試
験
栽
培
が
始
ま

り
15
年
に
環
境
都
市
宣
言
を
行

い
、国
の
バ
イ
オ
マ
ス
、
ニ
ッ
ポ

ン
総
合
戦
略
の
閣
議
決
定
、
世

界
的
な
温
暖
化
防
止
へ
の
気
運

の
高
ま
り
を
受
け
、
「
菜
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
本
格
化
し

た
。16
年
度
に
た
き
か
わ
菜
の
花

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
、
17
年

度
に
菜
の
花
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
、
18
年
度
に
は
、
菜
種
油

の
燃
料
化
利
用
実
証
実
験
が
実

施
さ
れ
た
。
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
並
び
に
関
連
す
る
各

種
の
資
源
循
環
型
シ
ス
テ
ム
は

大
変
有
意
義
で
あ
る
。
ご
み
の

減
量
化
と
合
わ
せ
た
資
源
循
環

シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
重
要
性
を

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と

な
る
菜
種
栽
培
が
、
国
の
補
助

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
危
機
的

状
況
に
陥
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。
資

源
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、

筑
後
市
で
も
早
期
に
検
討
、
実

施
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、
そ

の
際
に
は
経
済
的
な
視
点
で
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
た
。�

　
札
幌
市
に
あ
る
「
（株）
プ
ラ
ン

ト
機
工
」
で
は
、
可
燃
性
廃
棄

物
資
源
化
シ
ス
テ
ム
、
「
Ｒ
Ｅ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
」
を
視
察
し
た
。
こ

の
廃
棄
物
資
源
化
シ
ス
テ
ム
は
、

生
ご
み
、
家
畜
糞
尿
、
草
木
や

廃
タ
イ
ヤ
等
様
々
な
廃
棄
物
が

処
理
で
き
る
。
こ
の
施
設
は
熱

分
解
方
式
の
炉
で
あ
る
が
、
ご

み
焼
却
炉
で
は
な
い
熱
分
解
に

よ
っ
て
炭
水
化
物
と
ガ
ス
に
分

離
さ
せ
炭
水
化
物
は
固
形
燃
料
、

脱
臭
剤
、
土
壌
改
良
剤
等
と
な

り
、
熱
分
解
ガ
ス
は
発
電
ボ
イ

ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
。

今
回
の
研
修
は
、
今
後
の
ご
み

問
題
に
、
参
考
に
な
る
研
修
で

あ
っ
た
。�
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